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山
口
進
の
画
業
と
交
友 

は
じ
め
に 

山
口
進
は
東
京
大
学
教
養
学
部
の
正
門
を
デ
ザ
イ
ン
し
た
人
物
で
す
。 

柏
の
葉
と
オ
リ
ー
ブ
の
意
匠
、
旧
制
第
一
高
等
学
校
の
校
章
が
埋
め

込
ま
れ
た
正
門
は
、
昭
和
13
年
1
月
下
旬
に
完
成
し
ま
し
た
。 

版
画
家
と
し
て
も
活
躍
し
て
い
た
山
口
は
、
一
箱
の
饅
頭
を
き
っ
か

け
と
し
て
一
高
に
勤
務
し
始
め
ま
し
た
。 

力
強
く
も
愛
嬌
が
あ
る
彼
の
作
品
は
、
当
館
を
始
め
、
国
内
外
の
様
々

な
美
術
館
に
収
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
本
展
で
は
、
山
口
進
を
通
じ
て

一
高
の
教
員
や
生
徒
の
生
活
な
ど
、
様
々
な
姿
を
お
伝
え
し
ま
す
。 

な
お
開
催
に
際
し
て
、
山
口
進
作
品
及
び
関
連
資
料
を
御
寄
贈
下
さ

っ
た
山
口
歩
氏
を
は
じ
め
、
多
く
の
方
々
の
御
協
力
を
得
ま
し
た
。

末
筆
な
が
ら
御
厚
意
に
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。 

 

山
口
進
に
つ
い
て 

明
治
30
年
1
月
25
日
、
長
野
県
上
伊
那
郡
東
箕
輪
村
に
生
ま
れ
る
。 

独
学
で
絵
を
学
ぶ
が
、
23
歳
の
時
に
上
京
し
、
葵
橋
洋
画
研
究
所
に

入
所
。
黒
田
清
輝
ら
か
ら
指
導
を
受
け
る
。
大
正
14
年
12
月
16
日
付

で
一
高
寮
務
掛
と
し
て
雇
用
さ
れ
る
。
齋
藤
阿
具
、
杉
敏
介
、
森
巻

吉
ら
一
高
の
教
授
と
親
交
を
深
め
、
肖
像
画
な
ど
を
描
き
、
駒
場
正

門
の
デ
ザ
イ
ン
を
し
た
と
い
わ
れ
る
。
昭
和
20
年
に
一
高
を
退
職
後
、

郷
里
に
帰
り
、
長
野
の
山
々
や
高
山
植
物
な
ど
を
画
題
と
し
た
個
性

的
な
作
品
を
精
力
的
に
発
表
し
、
日
本
版
画
協
会
よ
り
名
誉
会
員
に

推
挙
さ
れ
る
。昭
和
58
年
11
月
25
日
急
性
肺
炎
の
た
め
死
去
。86
歳
。 
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と
一
高 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

山
口
進
が
一
高
に
奉
職
し
た
き
っ
か
け
は
、
一
箱
の
饅
頭
で
あ
っ
た
。 

あ
る
家
の
門
前
に
置
か
れ
て
い
た
饅
頭
に
は
、「
ご
自
由
に
ど
う
ぞ
」

と
記
さ
れ
た
札
が
添
え
ら
れ
て
い
た
。
若
き
日
の
山
口
は
、
そ
れ
を

欲
し
た
が
、
兎
も
角
も
、
挨
拶
を
す
る
必
要
が
あ
ろ
う
と
、
そ
の
家

を
訪
れ
た
。
応
対
に
出
て
き
た
の
は
、
齋
藤
阿
具
の
血
縁
者
で
あ
っ

た
。
山
口
が
清
貧
の
画
家
で
あ
る
こ
と
に
興
味
を
持
っ
た
某
氏
が
、

当
時
一
高
の
教
頭
で
あ
っ
た
阿
具
に
推
薦
し
た
と
い
わ
れ
て
い
る
。 

そ
の
家
は
、
か
つ
て
夏
目
漱
石
が
住
み
、『
吾
輩
は
猫
で
あ
る
』
を
執

筆
し
た
場
で
あ
っ
た
。阿
具
と
山
口
に
よ
る
黒
猫
の
掛
け
軸（
Ⅱ-

12
）

は
、
こ
の
奇
縁
を
書
き
表
し
た
も
の
で
あ
る
。 

 

１ 

山
口
進
（
写
真
） 

一
高
在
職
頃
の
山
口
進
。 

 
２ 
職
員
進
退 

山
口
進
の
履
歴
書
。
大
正
14
年
12
月
16
日
付
で
、
一
高
寮
務
掛
と
し

て
月
俸
60
円
で
雇
用
さ
れ
た
。
当
時
の
校
長
は
杉
敏
介
、
教
頭
は
齋

藤
阿
具
。 

３ 

寮
務
課
日
誌
（
複
製
） 

昭
和
20
年
、
退
職
直
前
の
当
直
日
誌
。
連
日
、
敵
機
が
来
襲
し
、
緊

迫
し
た
状
況
下
で
あ
っ
た
。 

 

４ 

齋
藤
阿
具
（
写
真
） 

山
口
進
の
描
い
た
肖
像
画
を
絵
は
が
き
に
し
た
も
の
。 

斎
藤
阿
具
は
日
蘭
交
渉
史
を
専
門
と
す
る
歴
史
学
者
で
あ
る
。
明
治

23
年
一
高
文
科
卒
、
明
治
40
年
一
高
就
任
、
昭
和
8
年
離
任
。 

 

５ 

齋
藤
阿
具
『
西
力
東
侵
史
』（
明
治
35
年
） 

 

６ 

齋
藤
阿
具
『
西
洋
文
化
と
日
本
』（
昭
和
16
年
） 

 

７ 

齋
藤
阿
具
『
地
名
人
名
英
独
仏
語
対
照
表
』（
昭
和
15
年
） 

 

８ 

齋
藤
阿
具
『
ヅ
ー
フ
と
日
本
』（
大
正
11
年
） 

（
６
〜
９ 

東
京
大
学
駒
場
図
書
館
一
高
文
庫
蔵
） 

 

９
・
10 

杉
敏
介
（
写
真
・
ハ
ガ
キ
） 

杉
敏
介
は
明
晰
な
頭
脳
と
洒
脱
な
性
格
を
兼
ね
備
え
た
教
育
者
で
あ

り
、
新
体
詩
人
で
も
あ
っ
た
。
山
口
へ
の
書
簡
に
も
、
ユ
ー
モ
ラ
ス

な
詩
を
寄
せ
て
い
る
。
明
治
32
年
一
高
就
任
、
昭
和
4
年
離
任
。 

 

11 

『
一
高
同
窓
会
々
報
』（
昭
和
13
年
6
月
） 

山
口
進
画
、
杉
敏
介
肖
像
画
（
油
絵
）
に
つ
い
て
の
記
事
。 

 
Ⅰ-1 



12 
杉
敏
介
『
南
山
歌
集
』（
昭
和
24
年
） 

杉
敏
介
の
喜
寿
を
記
念
し
て
出
版
さ
れ
た
歌
集
。
山
口
進
へ
の
画
賛

も
多
数
記
さ
れ
て
い
る
。 

｢(

昭
和
三
年)

二
月
十
九
日
、
山
口
進
君
自
画
五
六
枚
持
来
れ
る
に
賛

せ
る
中
に 

 

蛙   

あ
し
を
分
け
水
を
潜
り
て
飛
ぶ
蛙
と
は
に
撓
ま
ぬ
そ
の
歩
か
な 

日
出
に
松
に
鶴 

初
日
影
さ
し
て
昇
れ
る
松
か
げ
に
千
代
よ
ぶ
田
鶴
の

声
長
閑
な
り 

 

夾
竹
桃
に
蜂 

 

三
伏
の
夏
の
暑
さ
も
物
か
は
と
撓
ま
ぬ
蜂
の
努
を
し
ぞ

思
ふ
」 

｢(

昭
和
三
年)

二
月
十
九
日
山
口
進
君
自
画
五
六
枚
を
持
来
れ
る
に

賛
せ
る
中
の
二
首 

諏
訪
湖
上
の
ス
ケ
ー
ト
の
画
に
寿
々
舞
と
落
欵
せ
り
、 

寿
つ
寿
つ
と
舞
ひ
て
寿
々
舞
や
諏
訪
の
海 

喫
煙
し
つ
ゝ
釣
垂
る
ゝ
人
あ
り
、
遙
に
白
帆
見
ゆ
、 

来
ぬ
魚
を
ま
つ
帆
の
浦
の
夕
暮
に
喫
ふ
や
煙
草
の
葉
も
焦
れ
つ
ゝ
」 

｢(

昭
和
九
年)

九
月
九
日
、
曩
に
山
口
進
君
の
書
き
お
こ
せ
た
る
半
折

数
様
に
賛
す 

激
湍
に
釣
す
る
人 

た
ぎ
お
つ
る
岩
間
す
ぐ

く
登
る
鮎
に
釣
ら
れ
て
ひ

と
日
暮
ら
す
釣
人 

葡
萄
と
あ
け
び 

え
び
か
づ
ら
み
の
り
あ
け
び
も
ゑ
む
頃
は
野
も
田
も

山
も
賑
は
ひ
に
け
り 

赤
松
に
葛
は
ふ 

老
松
に
は
ふ
葛
か
づ
ら
心
せ
よ
あ
ま
り
に
寄
れ
ば
よ

り
ど
こ
ろ
な
し 

水
中
に
泳
ぐ
人

魚
と
る
人
あ
り 
 
 

同
じ
水
に
入
り
て
あ
れ
ど
も
魚
取
る
も
あ
れ
ば
泳

ぎ
て
に
が
す
も
あ
り
け
り 

川
舟
の
上
に
て

風
呂
に
入
れ
り 

 
 

水
の
上
に
浮
べ
る
舟
に
焚
け
る
火
に
湧
き
た
る
風

呂
に
入
れ
る
舟
人
」 

｢(

昭
和
十
二
年
）
四
月
廿
七
日
菅
氏
（
＊
管
虎
雄
）
宅
に
て
山
口
進
君
の

画
数
葉
に
賛
す 

筍
二
本
生
ひ

出
で
た
り 

 

あ
ら
か
ね
の
地
を
も
た
ぐ
る
勢
に
天
凌
ぐ
べ
き
色
は
見 

え
け
り 

枯
れ
か
か
り
た

る
茄
子
の
木 

 

一
し
き
り
ち
ぎ
り
し
あ
と
の
ひ
や
け
茄
子
こ
れ
ぞ
残
り 

の
福
と
い
ふ
べ
き 

つ
く
し
ぜ
ん
ま

い
、
蛙
も
あ
り 

君
が
為
心
づ
く
し
の
か
ひ
な
く
て
山
に
入
り
つ
ゝ
薇
と 

り
け
む 

あ
ひ
る
の
子
四
匹 

蛭
子
と
て
流
さ
れ
し
よ
り
あ
ひ
る
の
子
水
か
く
事
は

習
ひ
そ
め
け
む｣ 
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杉
敏
介
年
賀
状
（
昭
和
7
年
1
月
1
日
） 

《
東
京
本
郷
千
駄
木
町
三
五 

山
口
進
様
》 

謹
賀
新
年 

昭
和
七
年
元
旦 

 
 
 
 
 
 
 

神
奈
川
県
鎌
倉
町
浄
明
寺
九
十
番
地 

杉
敏
介 

旧
臘
御
芳
志
奉
深
謝
候
。
例
に
依
て
御
一
笑
ま
で 

さ
る
年
に
瓦
を
得
た
り
何
事
も 

か
は
ら
さ
る
へ
き
し
る
し
な
る
ら
ん 

＊
『
南
山
歌
集
』
に
も
同
句
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
。
昭
和
七
年
は
申
年
。 

｢

正
月
山
口
進
君
よ
り
瓦
に
鳩
の
作
物
を
贈
ら
れ
け
れ
ば 

申
年
に
瓦
を
得
た
り
い
つ
ま
で
も
か
は
ら
ざ
る
べ
き
し
る
し
な
る
ら
ん｣ 

 

14 

杉
敏
介
書
簡
（
昭
和
27
年
2
月
28
日
消
印
） 

《
長
野
県
上
伊
那
郡
東
箕
輪
村
長
岡 

山
口
進
様
》 

尊
書
拝
読
致
候
。
戦
災
も
存
せ
ず
御
帰
郷
も
知
ら
ず
、
数
々
御
辛
苦

之
程
、
遙
察
に
堪
へ
ず
候
。
歌
集
は
廿
三
年
出
来
の
時
、
亀
井
君
へ

申
候
へ
ど
も
、
行
か
ぬ
様
に
付
、
更
に
依
元
君
を
経
て
送
り
候
へ
ど

も
、
未
着
に
も
見
え
、
廿
五
年
上
京
の
際
も
拝
眉
出
来
ず
、
常
に
遺

憾
に
存
候
処
、
今
年
賀
信
を
得
て
、
大
に
安
心
致
候
。 

歌
集
は
貴
画
の
賛
歌
あ
る
故
、
御
目
に
か
け
た
く
存
候
迄
に
候
。
然

処
、
戦
災
其
他
の
御
苦
心
承
り
、
御
尤
至
極
に
存
候
。
加
之
、
新
春

に
は
又
肺
炎
に
御
罹
り
の
由
、
御
若
き
故
、
回
復
も
早
か
る
べ
く
候

へ
ど
も
、
精
々
御
注
意
肝
要
に
存
候
。
老
生
も
廿
年
終
戦
直
後
、
九

月
十
七
日
大
水
に
て
床
上
浸
水
に
及
び
、
漸
く
戦
災
者
の
中
間
に
入

り
申
訳
出
来
候
次
第
に
候
。
然
処
、
臘
月
末
、
急
性
肺
炎
に
罹
り
、

死
損
ひ
、
廿
一
年
五
月
頃
よ
り
、
漸
く
起
き
候
へ
ど
も
、
老
年
と
物

資
欠
乏
に
て
、
廿
二
年
を
経
て
廿
三
年
よ
り
、
漸
く
肉
つ
き
か
け
候

次
第
に
候
。
此
節
は
十
四
五
貫
可
有
之
存
居
候
。 

貴
地
方
地
図
に
よ
れ
ば
、
天
龍
川
流
域
の
相
当
広
き
処
と
相
見
え
候

へ
共
、
歌
会
、
句
会
、
書
会
、
画
会
等
、
催
さ
れ
候
由
、
実
に
結
構

な
る
事
と
感
服
致
候
。
弊
地
方
な
ど
、
全
く
左
様
の
事
無
之
、
恥
敷

限
に
御
座
候
。
貴
画
御
送
被
下
候
と
の
事
、
是
非
願
上
候
。 

貴
画
梅
の
大
幅
、
仙
台
の
梅
、
関
の
梅
を
見
て
感
心
し
、
群
楚
叢
生

の
態
を
望
み
し
処
、
慮
外
に
て
失
望
致
候
へ
共
、
表
装
し
て
見
候
に
、

頗
上
出
来
に
て
、
高
逸
雅
清
無
類
の
出
来
に
有
之
、
弊
方
所
蔵
中
屈

指
の
も
の
に
有
之
候
。
今
更
深
く
御
礼
申
上
候
。
半
折
の
色
々
は
方
々

に
分
与
致
候
。 

老
生
は
半
折
に
歌
、
色
紙
に
歌
を
専
ら
書
き
居
り
候
へ
ど
も
、
某
処

に
て
額
を
せ
が
ま
れ
候
以
来
、
屢
執
筆
致
し
、
又
重
要
な
る
文
章
詩

句
な
ど
相
認
め
、
稍
面
白
く
出
来
か
け
申
候
。
何
か
出
来
候
は
ゞ
、



差
出
可
申
候
。
余
白
に
今
年
の
駄
句
を
記
し
申
候
。 

勅
題
小
鳥 

 

飛
翔
る
影
は
障
子
を
掠
め
つ
ゝ
寒
さ
に
き
ほ
ふ
小
鳥

群
か
な 

八
十
一 

 
 

我
齢
九
九
に
な
り
た
る
何
と
な
く
白
寿
と
も
見
ゆ
る

面
白
き
か
な 

（
こ
れ
は
絵

に
な
る
か
）

壬
辰 

川
の
上
に
映
る
煙
突
の
黒
烟
是
み
づ
の
え
の
龍
と
や

は
見
ぬ 

某
氏
白
は
が
き 

裏
白
の
は
が
き
は
正
に
頂
き
ぬ
是
正
月
の
趣
向
な

る
ら
ん 

某
氏
賀
状  

 
 

賀
状
来
て
又
欠
礼
の
状
来
る
酒
酔
は
れ
し
か 

年
寄
れ
し
か 

二
月
廿
七
日 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

九
九
老
叟 
敏
介 

 
 
 
 

 

山
口
進
様 
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杉
敏
介
書
簡
（
昭
和
27
年
3
月
18
日
消
印
） 

《
長
野
県
上
伊
那
郡
東
箕
輪
村
長
岡 

山
口
進
様
》 

拝
啓 

色
紙
七
葉
御
送
被
下
難
有
頂
戴
仕
候
。
耳
つ
く
め
づ
ら
し
く

覚
申
候
。
早
春
の
芽
生
へ
、
さ
も
や
と
存
候
へ
ど
も
、
当
地
方
と
違

ひ
草
の
名
わ
か
ら
ず
候
。
名
前
承
知
致
度
候
。
当
地
方
は
あ
ざ
み
、

よ
も
ぎ
、
ふ
き
の
と
う
、
野
び
る
、
た
ん
ぽ
ぽ
、
な
づ
な
、
よ
め
な
、 

ひ
が
ん
ば
な
の
青
葉
、
萱
草

か
ん
ぞ
う

の
芽
な
ど
に
候
。
子
供
は
雪
舟
の
図
を 

よ
ろ
こ
び
忽
ち
写
し
試
み
申
候
。 

近
々
半
折
の
類
相
試
み
差
出
申
度
存
候
。
折
柄
、
文
事
俗
事
輻
湊
春

暖
と
共
に
老
木
も
春
の
芽
生
え
に
忙
し
と
や
申
べ
き
。 

御
地
、
巨
燵
の
上
に
て
筆
凍
る
な
ど
ゝ
有
之
候
て
は
、
老
人
は
と
て

も
た
ま
り
申
さ
ず
候
。
今
年
室
内
の
水
が
一
寸
凍
り
候
事
は
、
一
月

中
一
度
有
之
候
。
其
頃
は
宮
崎
、
鹿
児
島
恋
し
く
覚
え
候
へ
ど
も
、

御
地
を
思
へ
ば
贅
沢
に
御
座
候
。
寒
中
三
十
度
台
、
先
日
之
四
十
度
、

此
頃
五
十
度
台
に
相
成
り
、
大
に
凌
よ
く
相
成
候
。
午
後
は
薮
に
入

り
て
何
か
と
致
し
居
り
候
。
栗
柿
梅
茶
あ
る
故
、
仕
事
は
多
く
候
。

之
も
孫
等
養
に
候
。 

当
地
鉄
道
は
岩
徳
線
と
て
岩
国
徳
山
間
、
旧
街
道
（
山
陽
道
）
な
み

に
通
り
居
り
候
。
米
川
駅
あ
れ
ど
も
、
高
森
近
く
候
故
、
同
駅
に
て

乗
降
致
し
候
。（
＊
頭
書 

梅
も
今
早
散
り
方
に
候
。
庭
の
水
仙
真
盛

に
候
。
木
瓜
は
ま
だ
開
か
ず
） 

海
水
浴
は
島
田
川
に
沿
ひ
た
る
道
を
下
り
光

ひ
か
り

市
に
出
で
、
虹
ヶ
浜
に 

て
致
し
候
。
そ
の
東
、
室
積
は
美
景
に
候
。
金
さ
へ
あ
れ
ば
に
候
。

海
は
太
平
洋
に
あ
ら
ず
、
瀬
戸
内
海
に
候
故
、
浪
無
之
池
の
如
く
に

候
。
先
は
御
答
礼
迄
。
匆
々
頓
首 

 
 

三
月
十
七
日 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

敏
介 

 
 
 
 
 

 
山
口
進
様 

 

Ⅱ 

山
口
進
の
画
業           

 
 

 
 

 
 

 
 

 
                              

山
口
版
画
の
特
徴
は
、
水
分
を
多
く
含
ん
だ
「
び
し
ょ
び
し
ょ
刷
り
」

と
い
う
手
法
に
あ
る
。
郷
里
、
長
野
の
自
然
を
取
り
上
げ
、
硬
質
の

描
線
に
、
柔
軟
な
余
韻
を
残
し
た
版
画
は
、
国
内
外
で
高
い
評
価
を

得
て
い
る
。
ま
た
、
水
彩
や
油
絵
に
も
見
る
べ
き
作
品
は
多
い
。 

 

１ 

猫
（
昭
和
33
年
） 

木
目
と
猫
の
模
様
が
絶
妙
な
一
体
感
を
出
し
て
い
る
。
版
画
な
ら
で

は
の
趣
向
と
い
え
よ
う
。（
表
紙
参
照
） 
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２ 
投
網
（
昭
和
34
年
） 

数
種
の
川
魚
と
タ
ガ
メ
が
描
か
れ
て
い
る
。
背
景
の
模
様
は
、
実
際

の
網
を
用
い
て
作
画
さ
れ
た
。 

 

３ 

黎
明
（
昭
和
50
年
） 

夜
明
け
の
題
名
に
相
応
し
く
、
漆
黒
の
夜
を
こ
じ
開
け
る
朝
日
の
力

強
さ
が
、
深
い
赤
で
表
現
さ
れ
て
い
る
。 

 

４ 

川
霧
（
昭
和
45
年
） 

山
間
に
立
ち
上
る
川
霧
が
、
白
く
厚
い
靄
と
し
て
浮
か
び
上
が
る
。 

 

５ 

御
来
光
（
昭
和
15
年
） 

山
間
に
広
が
る
雲
海
が
横
長
に
描
か
れ
る
こ
と
で
パ
ノ
ラ
マ
的
効
果

が
得
ら
れ
、
厚
み
の
あ
る
雲
海
の
先
に
赤
い
太
陽
が
配
さ
れ
た
こ
と

で
遠
近
法
的
効
果
が
得
ら
れ
て
い
る
。
そ
れ
ら
が
交
差
し
、
自
然
の

雄
大
さ
を
感
じ
さ
せ
る
作
品
と
な
っ
て
い
る
。 

 

６ 

駒
場
本
館
（
昭
和
13
年
） 

油
彩
。
駒
場
の
正
門
が
完
成
し
た
頃
の
作
品
。
現
在
の
一
号
館
。 

 

７ 

蛙
図 

杉
敏
介
の
書
（
Ⅱ-

8
）
に
画
家
の
山
口
ら
し
さ
を
付
け
加
え
た
一
文
。

杉
へ
の
好
誼
が
伺
え
る
。 

「
世
に
蛙
の
如
き
愚
な
る
も
の
非
ず
。
然
れ
ど
も
道
風
之
に
激
し
て

名
筆
た
り
。
芭
蕉
之
に
感
し
て
俳
聖
た
り
。
天
下
何
も
の
ゝ
師
に
非

ざ
ら
ん
や
。 

若
人
を
一
つ
の
手
か
き
と
な
し
た
る
も
只
世
の
常
の
蛙
な
り
け
り 

力
な
き
蛙
に
ち
か
ら
見
出
し
は
人
の
誠
の
力
な
り
け
り
」 

 

８ 

杉
敏
介
書 

蛙
の
讃
（
複
製
） 

杉
敏
介
が
好
ん
で
記
し
た
一
文
。
守
随
憲
治
『
真
の
教
育
者 

杉
敏

介
先
生
』（
新
樹
社 

昭
和
48
年
）
に
も
同
文
の
扇
面
が
掲
載
さ
れ
て

い
る
。
な
お
、『
南
山
歌
集
』（
Ⅰ-

13
）
に
よ
る
と
、
昭
和
4
年
7
月

の
退
官
時
の
言
葉
を
基
に
、
昭
和
11
年
頃
定
ま
っ
た
文
章
だ
と
い
う
。 

「
世
に
蛙
の
如
く
愚
な
る
も
の
あ
ら
ず
。
而
し
て
道
風
之
を
見
て
名

筆
た
り
、
芭
蕉
之
を
聞
て
俳
聖
た
り
。
然
ら
は
則
ち
天
下
何
物
か
師

に
あ
ら
ざ
ら
ん
や
。 

力
な
き
蛙
に
力
見
出
て
し
は
、
人
の
誠
の
力
な
り
け
り 

心
な
き
蛙
の
音
に
天
地
の
ふ
か
き
心
を
聞
知
に
け
む 

 

昭
和
廿
八
年
春
日 

録
旧
製 

八
十
二
翁
敏
介
」 

 

９ 

杉
敏
介
書
・
山
口
進
画 

蕪
と
ク
ワ
イ
、
醤
油
瓶
が
描
か
れ
た
山
口
の
絵
に
、
杉
の
軽
妙
な
句

が
妙
味
を
出
し
て
い
る
。
昭
和
三
年
元
旦
、
一
高
の
年
賀
交
換
会
に

お
い
て
、
山
口
が
杉
に
賛
を
求
め
た
も
の
で
あ
る
（『
南
山
歌
集
』） 

｢

こ
の
暮
は
か
ぶ
も
あ
が
り
て
ぐ
わ
ゐ
よ
し 

は
ば
は
か
り
な
か
ら

醤
油
う
て
く
れ 

敏｣ 

 

10 

海
老 

一
飛

ひ
と
と
び

は
山
口
の
号
。
波
間
を
う
ご
め
く
海
老
の
屈
伸
が
、
長
い
髭
と

共
に
描
か
れ
て
い
る
。 
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11 
農
作
業 

山
村
の
農
作
業
の
光
景
を
、
温
か
い
ま
な
ざ
し
で
描
い
た
作
品
。 

 

12 

齋
藤
阿
具
書･
山
口
進
画
（
昭
和
11
年
） 

夏
目
漱
石
が
『
吾
輩
は
猫
で
あ
る
』
を
執
筆
し
た
千
駄
木
の
家
に
は
、

齋
藤
阿
具
も
住
ん
で
い
た
。｢
車
や
の
黒｣

は
、
作
品
に
登
場
し
、
傍

若
無
人
な
気
焔
を
吐
く
先
輩
猫
で
あ
る
。 

｢

己
あ
車
や
の
黒
よ 

昭
和
丙
子
晩
春 
漱
石
之
遺
友 

具
斎
書｣ 

 

13  

年
賀
状(

雀 

大
正
10
年 

酉
年) 

 

14 

年
賀
状(

山
林
散
策 

昭
和
24
年 

丑
年) 

 

15 

年
賀
状(

酒
瓶 

昭
和
34
年 

亥
年) 

 

16 

年
賀
状(

旅
の
子
ら
集
ひ
元
旦
家
の
味 

昭
和
42
年 

未
年
） 

 

17 

年
賀
状
（
牛
） 

皇
紀

2597
年
か
。
昭
和
12
年 

丑
年
の
年
賀
状
と
思
わ
れ
る
。 

18 

白
い
岩
（
昭
和
37
年
） 

春
の
雪
解
け
の
光
景
で
あ
ろ
う
。
済
み
き
っ
た
空
の
青
と
山
林
の
緑
、

日
の
光
に
照
ら
さ
れ
た
残
雪
を
頂
く
岩
群
の
、
白
と
黒
の
コ
ン
ト
ラ

ス
ト
が
目
に
も
鮮
や
か
な
作
品
。 

 

19 

水
芭
蕉
（
昭
和
46
年
） 

山
口
の
故
郷
で
あ
る
長
野
も
、
水
芭
蕉
の
群
生
地
で
あ
る
。
湿
地
帯

に
自
生
し
、
白
い
葉
と
黄
色
い
花
を
持
つ
水
芭
蕉
は
、
明
確
な
コ
ン

ト
ラ
ス
ト
を
特
徴
と
し
た
山
口
作
品
ら
し
い
題
材
と
い
え
よ
う
。 

 

20 

龍
眼
葡
萄
（
昭
和
45
年
） 

龍
眼
葡
萄
は
善
光
寺
ぶ
ど
う
と
も
呼
ば
れ
、
寒
さ
に
強
い
品
種
で
あ

る
。
酸
味
が
明
確
で
あ
り
、
ワ
イ
ン
の
原
料
の
他
、
生
食
用
と
し
て

も
栽
培
さ
れ
て
い
る
。
本
作
背
景
の
黄
色
が
、
秋
を
象
徴
す
る
ぶ
ど

う
と
調
和
し
て
い
る
。 

 

21 

二
羽
の
鴨
（
昭
和
45
年
） 

猫
（
Ⅱ-

1
）
と
同
様
に
、
木
目
の
美
し
さ
が
際
立
つ
作
品
。
木
目
の

効
果
か
ら
考
え
る
と
、
背
景
は
鴨
が
水
中
か
ら
飛
び
出
し
た
瞬
間
の
、

水
面
の
波
紋
を
見
立
て
た
も
の
か
。 

 

23 

『
し
な
の
』
第
1
号
～
第
17
号
（
昭
和
32
年
～
昭
和
38
年
） 

『
ま
つ
し
ま
』
第
130
号
～
第
141
号(

昭
和
58
年
1
月
～
12
月
） 

一
高
退
職
後
、
長
野
に
帰
郷
し
た
山
口
進
の
、
同
県
内
に
お
け
る
活

動
の
一
部
。『
し
な
の
』
は
信
濃
毎
日
新
聞
社
の
、『
ま
つ
し
ま
』
は

松
島
工
業
株
式
会
社
の
発
行
誌
。 

Ⅲ 

正
門
の
完
成
と
影
響

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

昭
和
10
年
、
一
高
は
本
郷
か
ら
駒
場
に
移
転
し
た
。
こ
の
時
、
正
門

は
簡
素
な
造
り
の
丈
の
低
い
も
の
で
あ
っ
た
。
山
口
進
の
デ
ザ
イ
ン

に
よ
る
堅
牢
な
造
り
の
正
門
が
完
成
し
た
の
は
、
昭
和
13
年
1
月 

下
旬
の
こ
と
で
あ
る
。 

そ
し
て
4
月
27
日
、
正
門
を
乗
り
越
え
な
か
っ
た

．
．
．
．
．
．
．
．
生
徒
が
、
寮
の
定

例
総
代
会
で
糾
弾
さ
れ
る
と
い
う｢

越
境
（
越
垣
）
事
件｣

が
起
き
た
。 

当
時
、
一
高
で
は
「
正
門
主
義
」
が
掲
げ
ら
れ
て
お
り
、
た
と
え
門

限
を
過
ぎ
て
正
門
が
閉
ま
っ
て
い
て
も
、
寮
に
帰
る
生
徒
は
、
そ
こ

を
よ
じ
上
っ
て
入
校
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
「
伝
統
」
が
あ
っ
た
。

し
か
し
、
高
く
頑
丈
な
正
門
の
完
成
に
よ
っ
て
、
脇
の
垣
根
を
通
り

抜
け
る
生
徒
が
現
れ
始
め
た
。
そ
れ
を
伝
統
の
侵
害
で
あ
る
と
考
え

た
寮
生
と
、
正
門
主
義
そ
の
も
の
を
廃
止
せ
よ
と
い
う
寮
生
と
で
、

激
論
が
交
わ
さ
れ
た
。 

新
正
門
の
建
造
に
携
わ
り
、
寮
務
掛
で
あ
っ
た
山
口
進
は
、
こ
の
事

件
を
ど
の
よ
う
な
心
境
で
聞
い
た
の
だ
ろ
う
。 

 

１ 

『
向
陵
誌 

駒
場
篇
』（
昭
和
59
年
） 

越
境
（
越
垣
）
事
件
が
論
題
と
な
り
、
正
門
主
義
に
対
し
て
も
賛
否

入
り
乱
れ
る
な
ど
、
会
議
が
紛
糾
し
た
昭
和
13
年
4
月
27
日
の
寮
内

定
例
総
代
会
に
関
す
る
概
略
が
記
さ
れ
て
い
る
。
第
一
高
等
学
校
寄

宿
寮
編
。 

 

２ 

日
誌 

昭
和
13
年
4
月
27
日
、
越
境
事
件
当
日
の
当
直
日
誌
。 

「
午
後
七
時
よ
り
総
代
会
有
り 

翌
午
前
一
時
半
終
了
」 
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３ 
職
員
進
退 

山
口
は
寮
務
掛
書
記
と
し
て
、
昭
和
13
年
4
月
15
日
、
給
四
級
俸
に

昇
進
し
た
。 

 

４ 

建
物
及
工
作
物
配
置
図
（
昭
和
12
年
3
月
31
日
作
成
） 

部
分
。
此
頃
に
は
既
に
駒
場
フ
ァ
カ
ル
テ
ィ･

ハ
ウ
ス(

旧
同
窓
会
会

館)

等
も
建
造
さ
れ
て
い
た
が
、
校
内
西
側
は
図
面
化
さ
れ
て
い
な
い
。 

 

５ 

一
高
航
空
写
真
（
昭
和
12
年
頃
） 

一
高
航
空
写
真
。
ま
だ
簡
素
な
仮
正
門
が
写
っ
て
い
る
。 

 

６ 

『
一
高
同
窓
会
々
報
』 

 
 

（
昭
和
11
年
5
月
） 

こ
の
頃
は
ま
だ
乗
り
越
え

や
す
い
仮
正
門
だ
っ
た
。 

 

７ 

新
寮
舎
入
寮
に
つ

い
て
（
昭
和
10
年
9
月

1
日
） 

駒
場
移
転
後
の
入
学
者
に

対
す
る
寮
内
規
則
。「
敷
地

広
大
な
る
も
絶
対
正
門
以

外
よ
り
出
入
せ
ぬ
こ
と
」と
、

明
記
さ
れ
て
い
る
。 

  

８ 

『
向
陵
時
報
』（
昭
和
13
年
2
月
1
日
） 

新
正
門
の
完
成
に
伴
う
一
高
生
の
感
慨
。 

「
正
門
が
完
成
し
て
愈
々
十
七
日
か
ら
閉
め
る
こ
と
に
な
つ
た
。
処

が
定
刻
に
遅
れ
て
来
る
と
帳
面
に
つ
け
る
さ
う
だ
。
折
角
門
を
乗
り

越
さ
ん
も
の
と
意
気
洋
々
凱
旋
将
軍
の
如
く
帰
つ
て
来
る
と
、
帳
面

に
名
を
つ
け
ら
れ
る
の
で
は
、
将
軍
か
ら
囚
人
に
墜
落
の
感
じ
だ
。」 

 

９ 

『
一
高
同
窓
会
会
報
』（
昭
和
13
年
6
月
） 

越
境
事
件
当
時
の
詳
細
と
寮
生
に
よ
る
感
想
。
一
高
の
垣
根
は
俗
世

と
の
遮
断
を
象
徴
す
る
も
の
だ
と
い
う
主
張
と
、
そ
の
歴
史
を
侵
害

し
た
7
名
の
処
遇
に
つ
い
て
。 

 

10 

『
一
高
生
活
の
実
状
』（
昭
和
23
年
1
月
） 

表
紙
に
駒
場
の
正
門
が
、
裏
表
紙
に
一
高
構
内
図
が
描
か
れ
て
い
る
。 

 
11 
正
門
と
山
口
進
（
写
真
） 

 

12 

雪
の
正
門
（
写
真
） 

 

13 

寮
務
室
か
ら
見
た

光
景
（
写
真
） 

 

14 

時
計
台
（
写
真
） 

 

15 

一
高
校
章
グ
ッ
ズ 

柏
の
葉
と
オ
リ
ー
ブ
が
モ

チ
ー
フ
と
な
っ
た
旧
制
一

高
の
校
章
付
き
グ
ッ
ズ
各

種
。
一
高
の
象
徴
で
あ
っ

た
こ
の
校
章
は
、
在
校
生
そ
し
て
卒
業
生
の
心
の
拠
り
所 

で
あ
っ
た
。 

 

主
な
参
考
文
献 

夏
目
漱
石
『
夏
目
漱
石
全
集
』
筑
摩
書
房 

昭
和
41
年 

守
随
憲
治
『
真
の
教
育
者 

杉
敏
介
先
生
』
新
樹
社 

昭
和
48
年 

山
口
進
『
山
口
進
版
画
集
』
形
象
社 

昭
和
54
年 

伊
那
文
化
会
館
『
没
後
20
周
年 

版
画
家
・
山
口
進
展
』
平
成
15
年 

鹿
沼
市
川
上
澄
生
美
術
館
編
『
山
口
進
と
川
上
澄
生
』
平
成
17
年 

第
一
高
等
学
校
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ 

 

東
京
大
学
駒
場
博
物
館
所
蔵
品
展 

饅饅
頭頭
・・
柏柏
・・
オオ
リリ
ーー
ブブ  

 

山
口
進
の
画
業
と
交
友 

平
成
26
年
3
月
3
日
〜
4
月
11
日 

 
 

（
文
責 

丹
羽
み
さ
と
） 
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